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１．ねらい　

　風船をロケットにして，できるだ

け遠くまで飛ばす方法を見つけよう。
　

２． 用  意 するもの　
よう い

　　　・長い 風船 １本　　　　・ 両  面 テープ
ふうせん りょう めん

　　　・ 画  用  紙 のはね３枚　　・ 画  用  紙 のおもり（ 先 にまく 紙 ）
が よう し が よう し さき かみ

　　　・ 輪 ゴム１個　　　　　・さし　　　　　　・はさみ
わ

　

３． 作 り 方 　
つく かた

　⑴　 風船 を 空  気  入 れでふくらませて， 結 ぶ。
ふうせん くう き い むす

　　　・ 風船 の 先 が１０㎝ぐらいになったら 空  気 を 入 れるのはやめよう。
ふうせん さき くう き い

　⑵　はねを 切 り 取 り， ３  枚  重 ねて 軽 く 曲 げる。
き と さん まい かさ かる ま

　　　・ 点々 の 線 （　 　）のところは 山  折 りにしよう。
てんてん せん やま お

　⑶　はねの 折 り 曲 げた 部  分 に 両  面 テープをつける。
お ま ぶ ぶん りょう めん

　⑷　 風船 のふくらんでいる 先 から１０㎝ぐらいのところに，はねをまっすぐにつける。
ふうせん き

　　　・３ 枚 のはねをバランスよくつけよう。
まい

　⑸　バランスをとるために 結 んだところから５㎝ぐらいのところに「 先 にまく 紙 」をまき
むす さき かみ

つけ， 輪 ゴムで止める。
わ

　

４． 飛 ばし 方 　
と かた

　 真 ん 中 より 少 し 前 の 方 を 持 って，やり 投 げのように 投 げよう。
ま なか すこ まえ ほう も な な

　

５．わかること　

　⑴　 風船 のように 軽 くてふわふわしたものでも， 回転 をさせてやれば 飛 ぶ 方向 が 安定 し，
ふうせん かる かいてん と ほうこう あんてい

 遠 くまで 飛 ばすことができる。
とお と

　⑵　ものが 安定 して 飛 んでいくためには 前  後 の 重  量 バランスをとることが 大  事 。
あんてい と ぜん ご じゅう りょう だい じ
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